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文型指導のジレンマ

　教室で五文型を教えるときにある種のトートロジーを感じるのは著者

だけだろうか。 与えられた文の文型が分かると、 その文の構造が明

確になり意味が取りやすくなるという。 著者自身もそう言って教えてき

た。 しかし、 本当にそうなのだろうか。 実際はその逆で、 ある文がど

の文型に属しているかを識別するためには、 その文の構造をかなり

の程度に理解できる語学力が必要なのではないだろうか。

　たとえば、 ここに She went home. という文がある。 この文の文型が

SVM であることを認識するためには、 went が目的語をとらない自動

詞であることと home が副詞であることを事前に知っておく必要があり、

さらに、 この解釈により適切な文意が形成されるかどうかを確認する

必要がある。 初めに文型を認識してから文意を理解するのではない

のだ。

　多くの学習者にとって文の構成要素を識別することが極めて厄介な

作業であることを私たちは授業で痛感している。 たとえば目的語を見

分けるためには、 名詞だけではなく動名詞、 不定詞、 節などの名詞

に相当する表現形式を正確に知っておく必要がある。 また、 修飾要

素を識別するためには、 形容詞、 副詞だけでなく現在分詞、 過去分

詞、 関係詞節、 前置詞句などを知る必要がある。

　おそらく、 文の構造を理解したり、 その理解をもとにしてその文意

をつかんだりする認識的な学習活動の補助手段として文型の知識を

使うことには限界がある。 もちろん、 長文などの理解において、 文の

構成要素を把握することは大切だが、 それができるようになるために

はこれらの構成要素を形成する様々な表現形式に精通する必要があ

る。 文の分類、 文の理解などに文型の知識を応用することは、 ある

程度学習の進んだ者のみに可能な技術なのである。

生成技術としての文型

　著者は、 五文型の指導は上記のような receptive な学習分野よりも、

speaking や writing のような expressive/productive なスキルの形成に

有用であると考える。 なぜならば、 文型の指導を通して、 学習者に

動詞のパターンの重要性を認識させ、 母語の構造に影響されない骨

太の英文を生成できるように指導することが可能になるからである。

　文型とは突き詰めるところ動詞の類型論である。 英語にはさまざま

なパターンをとる動詞がある。 ある種の動詞は名詞や形容詞を後ろ

に要求し、 ある種の動詞は to 不定詞や現在分詞を要求する。 また、

ある種の動詞は特定の修飾語を要求する。 学習者は結局のところさ

まざまな動詞が要求する要素とその特徴を学ばない限り正確に英語

を生成することはできない。 五文型は、 その複雑な動詞の使用法を

5 つのパターンに分類し、 学習者に一定のガイドラインを提供してく

れると考えられる。

　もちろん、 動詞のパターンは５種類には収まらない。 パターンの分
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類方法に関しては 7 パターン説、 25 パターン説など意見は分かれて

いるがそれは重要なことではない。 大切なのは、動詞が一定のパター

ンに沿って使われるということと、 そのパターンを学ぶことによって正

しく英文を作る糸口がつかめるということを学習者に認識させることで

ある。 そして、 辞書の例文などを見て絶えず動詞の用法を確認する

ことの重要性を認識させることである。 そのような態度を身に着けさせ

ることにこそ文型指導の意義があるのではないだろうか。

認識論としての文型

　著者は文型指導にはもうひとつ重要な役割があると考えている。 そ

れは、 語順の持つ意味を認識させる道具としての役割である。

　日本語と大きく異なる英語の特徴のひとつは、 文中の語順が語の

「格」 を示す役割を担うということである。 周知のように日本語では

文中の語の役割は助詞によって示される。 その結果、 「私は英語を

学ぶ」 も 「英語を私は学ぶ」 も基本的な意味は変わらない。 一方、

英語では単語が動詞を中心としてどの位置にあるかによってその文

中での役割が決まる。 そのため、 日本語のような語順の自由はない。

SVC、 SVO、 SVOO と言った文型はまさにその意味役割を示す青写

真なのだ。

　このことを認識している学習者はどの程度いるのだろうか。 少し前に

なるが、 テレビのバラエティ番組で、 外国人に英語で話しかけられた

高校生の反応を紹介していた。「ええっとぉ、meわぁ、watchしましたぁ、

TV を……」 たいていの人はこの高校生よりもう少し英語らしく体裁を

整えることができるであろう。 しかし、 それでも、 頭の中では無意識

のうちに 「は」 や 「を」 を補ってしまうのではないだろうか。 言うまで

もないが、 英語を母語とする人たちは 「ワタシ ・ ミタ ・ テレビ」 と語

を並べているだけなのだ。 語順そのもののなかに 「格」 を感じなが

ら英語を使える人はどの程度いるのであろう。 知らぬ間に 「てにをは」

の見えない手に拘束されてはいないだろうか。

　さらに類推するなら、 おそらく英語を母語とする人たちは文型その

ものにある種の 「意味」 を感じているのではないだろうか。 SVOO の

形をとる文が 「授与」 などの共通の意味を持つことは我々も知るとこ

ろだが、 同じように、 SVC, SVOC などの他のパターンにもそれぞれ

共通の意味があるのではないだろうか。 また、これとは観点が違うが、

He came out slowly. He came out smiling. He came out a hero. など

の下線部は異なる文要素ではあるが、 文末に位置することによりなん

らかの共通の感覚を表してはいないだろうか。

　たしかに日本に住む私たちが外国語である英語をそのように認識し

て使う必要はないのかもしれない。 しかし、 このような言語と思考表

出パターンの関係こそ、 外国語を学ぶことによって獲得できる貴重な

「教養」 ではないのだろうか。 文型はこのことを教えるのに有効な材

料のように思える。

文 型 雑 感
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教員免許状更新講習　2012　　　　　　　　　　報告 ： 中井　弘一

講習１： 教材の開発　—その基盤となる考え方と工夫 
講習２： 体験型ワークショップ ･クリニック：音声で拓く英語の指導のために 

　　講習１　　　8 月 6日 ( 月 )
　　担当：東條加寿子、中井弘一

■講座のねらい

英語の授業ではさまざまな教材が使われる。「教材開発に役立つジャ

ンルの考え方」 では、英語教材のジャンルに注目して、それぞれのジャ

ンルに固有な言語的特徴をどのように見つけて教材化するかを、 事

例を挙げながら考える。 目的や場面に適した言語使用を実践するた

めには、 語彙や文法を取り上げるだけではなく、 ジャンルに特徴的な

情報の伝え方 （表現意図の構造） に注目することが大切であろう。 ミ

クロ、 マクロの観点から教材を捉え、 「使える英語」 「通じる英語」 に

つながる教材開発の一助としたい。

「教材開発の方法」 では、学ぶための 「学習材」 と教えるための 「教

育材」 の観点から、 最初に教材研究として教材の位置づけや教材の

読み込みを含む 「教材を見る視点」 を考える。 次に、 学習者である

生徒に応じた教材の使用の実際から、 教材の改作を含め学習目的に

合った教材作成を考える 「教材を使う視点」 を検討する。 さらに、 そ

うした視点を基に、 ワークシートや補助教材作成のデザインなど 「教

材開発の工夫」 をペア、 グループで実際に text-based material( 教

科書 ) ・ task-based material( ロールプレイ等 ) ・ realia( 実物教材 ) な

どを使って考える。 最後に、 講習を振り返りくつろいでいただくため、

投げ込み教材としてマザーグースの世界を紹介し、 楽しんでももらう。

受講者のコメント　( 受講者 47 名から一部紹介）

・ “明日の授業” からすぐに活用できる例をいっぱい準備していただ

き助かりました。 特に資料にまとめていただいたワークシート集は、

コピーして使用させていただきます。 少し講義の量が多すぎて ( 高

度すぎて ) 私のような者にはついていくのが精一杯でしたが、 「なる

ほど！」 と心にスッと入った事項も多くありましたので、 持ち帰って活

用させていただきます。 本日は本当にありがとうございました。

・ 内容がとにかく盛りだくさんで、 スローラーナーな私にはちょっと授

業についていくのが精一杯でした。 メインテーマは “教材” に絞ら

れていましたので、 すぐにも授業で役立つヒントや題材が提示され、

この講習を受講できてよかったと思います。 ちょっとしたお楽しみもあ

り、 あっという間に一日が過ぎ、 本当に有意義だと感じています。 グ

ループワーキングもあり、 他校の先生方とも親しくなれたり、 とても良

かったと思います。 免許状更新講習での受講でしたが、 また機会が

あれば是非他の講座にも参加したく存じます。 どうもありがとうござい

ました。

・ 一日があっという間でした。 明日からすぐに役立つというより、 これ

から教えていく際の指針となるような考え方を教えていただき、 とても

刺激になりました。 マザーグースも楽しかったです。 ありがとうござい

ました。

・ まず、 東條先生と中井先生の温かい雰囲気と素晴らしく準備された

講習に感動しました。 授業をするものとして、 まず実践しなければい

けないことを改めて感じながらお話を聞きました。 6 時間、 あっと言う

間に時間が過ぎるほど具体的で日々の自分の教材研究を振り返るこ

とができました。 新しい考え方で、 教科書や生徒と向き合って授業

を作っていくことができそうです。 とても元気になり、 自信が持てそう

です。 東條先生の 「2 次元の教材を 3 次元で見る眼が必要」 という

お話も、 とても心に残りました。 特に読解問題は生徒と同様にべたっ

と読んでしまいがちだったので、 今後の指導に役立ちます。 中井先

生の盛りだくさんなお話もとても興味深いものばかりで家で資料を読

み返すのが楽しみです。 たくさんのお土産ありがとうございました。

・ プリント作成の功罪 ( プロセス ・ カット） について、 深く考えさせら

れました。 「効率よく教えて言語活動の時間を作るため」 の予習プ

リント作成でしたが、 生徒達を 「与えられたことしか答えなくてよい」

体勢にしてしまっていたのかもしれないと気づきました。 中井先生の

「えっと思わせて、 生徒を引き込む」 手法、 富士登山やだまし絵の

イントロで引き込まれました。 長時間の講習でしたが、 「もっともっと

深く聞きたい」 と思う内に終了しました。 どうもありがとうございました。

・ 本当に有意義な時間を持つことができました。 久々に学校に戻って

学習させていただけて本当に嬉しく思います。 毎日、 教材を作成し

たり、 授業案を考えていったりする中であやふやになっていたこと、

悩んでいたことがありました。 しかし、今日、先生方の講習の中で、「こ

ういう風にしなくては」 や 「こんな風に考えたら生徒もするかも」 等

思うことがたくさんありました。 残りの夏休みに、 秋からのことを考え

直していきたいと思います。そして、次回も是非受講したいと思います。

・ 大阪女学院での研修なので、 すぐに役立つアイデアをたくさん教え

ていただけるとは思っていたが、 想像以上に有意義で楽しい講義で

あった。 「教材開発に役立つジャンル」 では実際的な活動があり、

普段の生徒の立場に立つこともできてとてもわくわくした。 「教材開発

の方法」 では、 様々なアイデアをいただけたが、 何か一つ実際に

教材を作るとかプチ授業をするなどできれば最高だったと思う。 いず

れにせよ、 貴重な体験でした。 ありがとうございました。

・ 今回の第一回目の講習は、 今までの自分の考え方や見方を 180 度

転換させていただいた内容でした。 常に斬新な視点で探究されてい

る東條先生、 中井先生には頭が下がります。 知的な好奇心を刺激

していただき、 早速 2 学期からの授業に取り入れていこうと思いまし

た。 授業は本当に奥が深く、 これで終わりということがありません。 こ

の免許状更新講習は今までの自分のやり方をおおいに反省させら

れるとても良い機会だった思います。 これをきっかけに定期的に講

習を受けていきたいと思っています。 本日は本当にありがとうござい

ました。

・ 「楽しかった！」 というのが、 まず最初の感想です。 東條先生、 中

井先生のお人柄も大変素晴らしく、 教師として楽しい授業をする上

で、 参考になる点が多くありました。 教師自身がその授業を楽しん

ですることが、 子ども達の授業満足度につながると思います。 先生

方からは講義を通してたくさんのことを学ばせていただき、 ありがとう

ございました。 今後も機会があれば研修等に参加してみたいと思い

ます。

・ まず、 一番印象的だったのは、 講師の先生方がとても楽しんでらっ

しゃるようなエネルギーを感じました。 いろいろ紹介していただいた

ように、 実際の学校での授業でも先生の個性を出した教材で、 試験

範囲や大学受験を気にせず、 英語を使うことを単純に楽しむことを

目標とした授業ができるならどんなにいいだろうかと思います。 英語

はそれほど難しい文法や構文やイディオムを覚えなくても簡単な単

語と文で話せるし、 十分コミュニケーションもできるのになあとやはり

日本の英語教育の現状には少し疑問を覚えています。

・ 何となく授業に役立てられたらいいなという考えで受講しましたが、

とてもいい刺激になりました。 普段意識していなかったことがいろい

ろわかって、 改めて自分の英語力を上げようというモチベーションに

つながりました。 やらなければいけないことがいっぱい見つかった感

じです。 楽しかったです。 ありがとうございました。

   講習 2　　  8 月 7日 ( 火 )
　　担当：夫　明美、東條加寿子、中井弘一

■講座のねらい

英語の音声に焦点を当てた体験型ワークショップ ･ クリニックを行う。

午前の部は、 「発音の向上と発音指導の方法」 として、 英語におけ

る音素の生成過程や音のつながりの仕組みを理解し、 教室で使用さ

れているテキストを用いた体験型ワークショップを通して、 発音向上の

ための練習及び発音指導のヒントについて考える。
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午後の第一部は、 英語の音声が音素 ・ 音韻レベルから語、 句、

文レベルへ、 さらにまとまった内容のある素材の中でどのように表れ

ているかに注目しながら、 音声理解向上の糸口を見つけ、 リスニング

のハードルとなっている要因を段階的に追っていく 「英語リスニング

のクリニック」 を試みる。

午後の第二部は、 「教科書テキスト」 「詩」 「映画セリフ」 「絵本」

「ニュース」 「早口ことば」 など様々な素材を使った音読パフォーマン

スや 「名言 （speech 含む）」 の暗唱パフォーマンス等の音声表現ワー

クショップを行い、 授業での音読の活用を探る。

受講者のコメント　(LL 教室使用により受講者 33 名から一部紹介）

・ 午前の部では ､ 系統立てて発音の違いを知ることができ良かったで

す。 今まで曖昧に感じていたことがすっきりしました。 午後の部、 第

一部でも具体的な問題点が分かり ､ その点を意識しながら今後の授

業に活かせると思います。 第二部でも、「絵本」 「早口言葉」 「名言」

を中心にたくさんの教材として使えるものをまとめていただき授業で

活用できると思います。 本日はありがとうございました。

・ 午前中の発音の授業は、 あやふやだった発声の仕組みの知識を

体系的に教えていただいてよかったです。 一つ一つの発音練習は、

言われた直後は分かっていても、 あとでいくつか混ぜると単に混乱

してしまいます。 時間をかけて繰り返し練習をし、 定着させなけれ

ばいけないものだと痛感しました。 生徒はさらに困難で時間がかか

ると思います。 午後の東條先生の講習は ､ 発音することと聞き取る

ことが表裏一体になっていることに気づかせてくれたと思います。 中

井先生の講習は楽しかったです。 この楽しさを教室でも伝えるのは

どうしたらいいのかをこれから考えていかなければと思います。

・ 2 日目の受講でした。 夫先生の発音記号の説明とその練習は非

常に分かりやすく楽しかったです。 子音のｍ , n, ŋ の違いはとても

すっきりしました。 また、 æ の口の形もすっきりしました。 LL 教室の

設備も素晴らしく活動しやすかったです。 東條先生の honesty から

始まる授業。 心穏やかになりました。 また、 リスニングのハードルを

分かりやすく解説してくださり ､ 今後生徒を指導していくにあたって

のスモールステップをどう踏めばいいのかを考えることができました。

中井先生からはたくさんのお土産をいただきました。 授業のはじめ

に帯び学習で発音練習することを必ずやってみたいと思います。”

Rain” , “Water” , “Paul” の活動はとても楽しかったです。 是非中

学生とやってみたいと思います。 本当にこの講習を選んで良かった

です。 ありがとうございました。

・ 音声指導や音読パフォーマンスについてすぐに実践に活かせるヒ

ントをいろいろ頂きました。 ありがとうございます。 確かに中井先生

の講習は盛りだくさんでしたが､いろいろな素材も頂けて、「よし、やっ

てみよう」 という意欲が湧きました。

・ 午前の部は ､ 音声学をしっかり学んでいなかったので非常に役に

立った。 今後の授業での発音指導に自信を持って望めるようになる

と思う。 午後の中井先生の講義では ､ 本当に様々な素材を紹介し

ていただき、 いろいろな授業で活用できると思います。 すごく参考

になりました。 ありがとうございます。

・ 本日の講習は本当に有意義でした。 今まで、 正式に音声学の授

業を受けたことがないので、 いろいろな疑問が解決しました。 時間

があれば本当に大学で講義を受けたいと思っています。 現実はな

かなか厳しく、 退職後になることでしょうが…　研修を受け、 教育を

受け、 新しい情報を得ることは本当に大切なことだと感じました。 い

ろいろヒントを頂いたので、 これからゆっくりといろいろな分野を勉強

して生徒に還元できたらと思います。

・ 2 日間盛りだくさんで、 楽しく刺激を頂きました。 学校に持ち帰りすぐ

に現場で使えるものばかりでした。 結局、 教える教師が常にアンテナ

を張り、 教材を見つけ工夫し、 生徒に興味付けをしていかなければ

ならないのだと思いました。 「先

生が楽しくなければ、 生徒も楽

しくない」 そのとおりだと思いま

す。

・ 午前中の講習で、 個々の音の

違いや語と語の結びつきに起こ

る音の変化をきちんと説明して

いただき、 大変ためになりまし

た。 系統立てて教えていただいてよくわかりました。 普段の授業に

も少しずつ還元したいです。 午後の講習も午前の部と関連づけら

れ、 さらに実践的なもので今日の講習は音声指導についてまとまり

があり、 充実していたと思います。

・ 今日も有意義な講習を準備していただいてありがとうございました。

貴学の学生は熱心な教授陣の授業を受けることができて幸せだと思

います。 もし、 もう一度大学に戻れるなら貴学で学びたい。 3 年生

の生徒が進路相談に来たときに、 英語を学びたい生徒には貴学を

薦めますが躊躇があるケースも少なくないです。 生徒が理由として

あげるのは ､ 共学で学びたいということが多いですが、 授業内容の

本質が理解できていないようにも思います。 貴学の英語教育に対

する真摯さを多くの受験生が理解してくれるよう願います。 ( 本当の

英語力を付けたいなら )

・ 理論だけでなく、 体験を通して学習できたことは、 今後自分がどの

ように教えていくべきかの道標になりました。 教科書を教え問題を解

くだけでは英語の楽しさはつたわりません。 音声で拓く英語指導は

使える英語を身に付ける最適な方法だと思います。 ありがとうござい

ました。

大阪女学院大学授業デザインスキルアップ演習 ・ 現職教員支援講習

（本学正規授業 ・ 無料講習）   2012 年 8 月 13 日 ( 月 )　10:00　—　16:20

午前 ： “コミュニケーションのための教室英文法”

午後 ： “思考力を高める英語授業とは”　

　本学 4 年生 ： 2 名　

　現職教員 （更新講習受講者 ・ OJU 教職ネット会員） ： 19 名　　
担当：中井弘一

参加教員コメント （一部紹介）

・ 先週に続き参加させていただいたことを嬉しく思います。 今回の前

半の講習の中で、 「何で？」 を明確に生徒たちにしてきていないと

ころがあるなと思いました。 今の 1 年生の子どもたちに夏休み明け

の授業で語順のことを伝えたいと思います。 特に英語と日本語の語

順の違いを伝えるために、 “Tom ate the hamburger.” の文を、 イラ

ストを使い黒板で手動アニメーションでやってみたいと思います。 今

からワクワクしています。 そして、 前置詞のイメージ、 時制などもっ

と自分が理解しなくてはいけないと思いました。 授業改革をしてい

くイメージがなかなかまとまっていませんが、 考えていきます。 教員

免許状更新講習を是非また開講してください。 本日もありがとうござ

いました。

・ 大阪女学院大学のすば

らしい講座を去年初め

て参加させていただき、

その豊富さと先生方の

熱意に驚きました。 「こ

ういうことが知りたかっ

た！」 と強く思いました。

永年の教職に精神的な

疲れが出てきた近年だったのですが、 今日また ､ 新たな気持ちで

勉強したいと思いました。 特に前半の “コミュニケーションのための

教室英文法” は、 「目からウロコ」 というか、 ずっと知りたかったこと

で、 一般の参考書には、 ちょこちょこと細切れには載っていることで

すが、 体系的に勉強したことのない分野でした。 よい参考文献があ

りましたら、 またご教示ください。 後半の “思考力を高める英語授

業とは” については、 自分の授業教材への読み込みが足りないと

思われました。本日は心より感謝いたします。ありがとうございました。

・思考力を高めるための授業展開のヒントを多くいただきました。

preparation と incubation に取り組もうと思います。 ありがとうござい

ました。
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授 業 の 玉 手 箱

　　「韓国の英語教育」 に思う　　　　　　
　

　
 東條　加寿子

　このところ韓国の英語教育について調査している。 先週は、 ソウル

の小、 中、 高や教育委員会を訪問する機会に恵まれた。 韓国では

小学校3年生から教科として英語が必修化されて10年以上が経つが、

今回、 小学校から高校までの英語の教科書を何冊か入手することが

できた。 教職課程の学生とともに、 日本の教科書との比較研究をして

みようと考えている。 韓国といえば、 PISA や TOEFL、 TOEIC で日本

はいささか水をあけられている感がある。 拙速な結論は避けなければ

ならないが、これらの成果の背景にはどのような教育があるのだろうか。

　ここでは、 韓国の修学能力試験 （英語） と日本の大学入試センター

試験 （英語） の相違点を見てみたいと思う。 修学能力試験は毎年 11

月に実施され、 大学進学を希望する高校生は必ず受験しなければな

らず、 毎年 58 万人近くが受験する。 ちなみに、 昨年のセンター試験

受験者は約 55 万人。 韓国と日本の人口比を勘案すると、 韓国の大

学進学率がいかに高いかがわかる。 実際 80％に迫る数字である。 修

学能力試験の結果が進学先を決定するのであるから、 受験生にとっ

てはまさに一世一代の大一番である。 昨年の問題をみてみると、 英

語は 70 分の試験時間で全 50 問、そのうちの 17 問がリスニング問題で、

以下のようないくつかの興味深い特徴がある。

１）昨年の修学能力試験 （英語） の総使用単語数は 5,500 語前後で、

昨年のセンター試験 （英語） の総使用単語数の 4,000 語程度を

上回っている。 試験時間は、 韓国 70 分、 日本 80 分であるから、

韓国の方が英文の分量がかなり多いことになる。

２）筆記試験で会話文の出題はない。 会話はすべてリスニング問題と

して問われており、 扱われる会話も長く、 10 ～ 12 回の turn-taking

がある会話が用いられている。 会話シーンは、 ショッピング、 旅行

計画、 学生生活、 図書館利用、 病院、 レンタル等のシーンである。

３）発音問題、 作文問題はない。

４）筆記試験では、100 ～ 200 語の英文パラグラフについて、内容理解、

空欄補充、並べ替え等が出題されている。 驚くのは、１パラグラフ （1

テーマ） １問の構成で、 これが 30 問程あるわけだから、 解答する

ためにかなりの読解力、読解スピードが求められるということ。 一方、

センター入試では 400 語程度のパラグラフや、 650 語程度のスピー

チのスクリプトなど、 比較的長い英文について複数問を問う出題が

見られる。修学能力試験の内容は、地球温暖化、メタボリズム、心理、

技術革新、 歴史、 科学、 スポーツ、 芸術文学など、 多様な学問

分野を網羅するようなラインアップで、 homeostasis や euphemism

に関する内容も見受けられた。 語彙の難易度も高い。

５）イラストや図表の利用については、 イラストが用いられているリスニ

ング問題が 2 問、 表利用問題が 1 問、 円グラフを読み取る問題が

1 問のみで、 特にセンター試験のリスニングでイラストが多用されて

いることと対照的である。

　 これらの中で最も興味深いのは、 ２） と４） の相違点である。 確か

に、 会話文を筆記試験として出題する意味はあるのか、 考えさせられ

る。 また、 修学能力試験では文法やイディオムといった言語知識を文

レベルで適用して答えられる問題は 1 問もなく、 英語を媒体とした思

考力 （academic/cognitive　competence） を問う出題になっていること

には圧倒される。 今後、 このような統一試験を課す韓国の教育課程を

さらに詳しく調べてみたいと思う。 なお、 修学能力試験の過去問題は

以下のウェブ上で公開されている。

http://suneung.re.kr/board.do?page=1&boardConfigNo=62&menuNo=

238&sortName=boardEtc01　（例えば、 2012 年外国語は 62 番 「외국
어」 と書いてある箇所）
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　　『ヒトはいかにしてことばを獲得したか』

　　正高信夫 ・ 辻幸夫　共著 . 2012. 大修館書店 . 798 円 246 ページ

　霊長類研究者の正高信夫氏と言語学者の辻

幸夫氏の対談集である本書は、 ヒトの本質的な

特徴である 「ことば」 の獲得 ・ 使用について、

他の霊長類からの進化、 赤ちゃんの発達過程

などを引き合いに出しながら、 議論が進んでい

きます。 さまざまな先行研究や最新の知見など

も織り込まれていますが、 専門的な用語につい

ては両者が適宜説明を加えるなどして、 ことば

に興味がある人にとっては読みやすい展開に

なっています。

　紹介者が特に興味をひかれたのは生後 6 週間ごろから赤ちゃんが

「クーイング」 とよばれる特徴的な音声でコミュニケーションを取ろうと

しているという指摘です。 6 ケ月ごろの赤ちゃんが 「喃語」 とよばれ

る言語 （と分類してよかろうと思います） を使うことは広く知られている

かと思いますが、 それよりも早い段階で 「随意性をもった発声をする

ようになる」 （p.59） ことは新しい学習でした。 言うまでもなく、 赤ちゃ

んの主たるコミュニケーションの相手はケアテイカ―である母親である

場合が多いのですが、 その母親は多くの皆さんがご存じの 「マザリー

ス」 と特徴づけられる言語スタイルで赤ちゃんと接します。 このような

コミュニケーションが基盤となり、 親和的な表現である模倣から共感

（empathy） が育まれていく、 という人間のユニークな特性があらため

て理解できる１冊であると思います。 また、 本書の裏表紙にはカニクイ

ザルのある一連の行動の写真が印刷されていますが、 その行動内容

も非常に興味深いので、 ご自身の目で確かめられてください。

（夫　　明美）

　9 月中旬、 学生 6 人を連れて英国へ教職フィールドワークに 2 週

間ほど赴いた。 到着時はパラリンピックが閉会し、 今夏の一連のオ

リンピックを総括するパレードが行われた日であった。 翌日の新聞は

Souvenir Edition( 記念版） が発行され熱狂的な一日であった。 Tube

の優先座席には for disabled という言葉が使われているが、 新聞には

superhuman と言う言葉が踊っていた。 "In the end, everyone of us was 
inspired by a month of extraordinary sport. Tom Peck considers how 
the Paralympics, in particular, gave the nation, a summer to remember 
in the form of new heroes, golden moments and perhaps, even a legacy. 
Superhuman efforts change attitude to Paralympic support for good."

＊＊＊第 18 回勉強会 「英語の教え方教室」 ＊＊＊

2012 （平成 24) 年 10 月 20 日 （土）　14:00 〜 17:00

「大阪女学院大学教職フィールドワーク課題研究発表」

　今回の勉強会では、 教職フィールドワーク英国に参

加した学生が課題研究発表を行います。

＊＊＊第 19 回勉強会 「英語の教え方教室」 ＊＊＊

2012 （平成 24) 年 11 月 17 日 （土）　14:00 〜 17:00

「クイーンズランド大学での研修で学んだこと」

　府立豊中高校の北村先生がクイーンズランド大学の

ゲストティーチャー ・ プログラムの研修内容を紹介。

書 籍 
紹 介

　　　  編集後記 / 第 18・19 回勉強会案内

   

2012(平成 24)年 11 月 17 日（土） 14:00~17:00 
大阪女学院大学 教員養成センター  

  
   第 19回勉強会「英語の教え方教室」 

        ̶「英語の教え方教室」は、日頃の授業の悩みや工夫を話し合う自由参加の勉強会ですー   

お問い合わせ：中井 弘一 nakai@wilmina.ac.jp 

̶クイーンズランド大学での研修で学んだことー 
��������������������������������������

大阪府立豊中高等学校 北村 浩子 教諭  

        
  
■	 「GUEP（Global Understanding through English Presentation）の授業紹介と工夫」 
   ̶兵庫県立国際高等学校での特色ある英語授業を推し進める取り組み̶ 
                  兵庫県立国際高等学校  真田 弘和 教諭 

        
  
 

 今夏、府立豊中高校の北村先生が府の教員派遣事業により、オーストラリアのクイーンズランド大学のゲストティーチャ
ー・プログラムを受講されました。そこで、Activities for Large Classes (Speaking and discussion), Reading aloud (Audacity), Using 
stories in the classroom, Analyzing and Using Fluency Activities, Pair Work and Group Work, Teaching Speaking Skills Conversation 
Strategies, etc.と、さまざまなことを学んで来られました。 
 第 19回勉強会では、それらの中から、①Pair Work, Group Workの取り入れ方について②Giving Instructions （生徒へ指示す
る時に気をつけなければならないこととは？）③Checking StudentsÕ understanding of new language（新しい言語表現を提示する
時の段階的な方法とは？）・Meaning Check Questions(MCQ)・Essential Elements of Meaning (EEM)について④Pronunciationと
Vocabulary を授業でどのように扱うべきか？⑤実際に Lesson Planをたててみようなどをご紹介いただき、どのように実際に
それらを活用すれば効果的な指導を行うことができるのかなど、参加者で話し合いたいと思います。ぜひお越しください。 
 
 

富士山ご来光 富士宮口頂上より 

ー みんなで話し合ってみませんか 英語授業でのちょっとした工夫を ー  


